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理回路の基本として，まず真理値を表現する方法を述べる。真理値 1 ， 2 , 3 に対してパルスはそれ
ぞれ，正， 0 ，負，数値は， 0 , 1 , 2 を与える。これによって，インパータ，三値増巾回路，サイ








































































第 1 章は緒論であって 3 値理論が従来使用されている 2値理論よりも優れていることを指摘し， 3 
値理論代数学の歴史的展望， PCM 伝送への応用の利点などを述べている。




値論理の構成単位回路であるインバータ， 3 値増幅器，サイクリング・ゲート， Mod.3 加算器，キャ
リ回路，一致検出 Jlx) 回路 Ck= 1 , 2 , 3)の構成方法について述べている。単安定回路を使用して
いるためにダイナミック方式を採用し，単安定回路駆動には信頼性を高めるために定電流電源駆動方
式をとっている。さらに 3 値論理における記憶回路としてトンネル・ダイオードの直列対を用いた 3
f直RSフリップ・フロップを提案し，その構成について述べている。
第 3 章ばトンネル・ダイオードを用いた 3 値 PCM端局装置および 3 値信号再生中継器と題し，上
記 3 値理論の基本回路を用いて構成したFDM-3 値 PCM の端局装置および再生中継器について述
べ，著者の 3 値論理についての基本的研究がこれらの目的に使用できることを論じている。
第 4 章は本編の結論である。
以上述べたところから著者の研究業績は次のように要約できる。第ーにはアドレス・ピットを情報
ピットに先行して附加することにより従来出線数と同じ数の入線数しかとれなかった通信回数に対し
て，出線数よりもはるかに多い入線数を許し得るダイナミック・データ伝送方式を可能にしたことで
ある。第二には高速度動作とし、う附加的利益をもっトンネル・ダイオードを用いて，かなり少ない素
子数で各種の 3 値論理単位回路を構成し，超多重PCP通信および高速度電子計算機の開発に寄与し
たことである。
このように本論文は通信工学ないし電子工学の発展に貢献したところが大きいので博士論文として
価値あるものと認める。
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